
三 

令
和
四
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
会
議
録 

 

 

△

招
 

 

集

 

 

川

越

地

区

消

防

組

合

告

示

第

六

号

 

 
 

令

和

四

年

川

越

地

区

消

防

組

合

議

会

第

二

回

臨

時

会

を

次

の

と

お

り

招

集

す

る

。

 

 
 

 

令

和

四

年

六

月

二

十

三

日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川

越

地

区

消

防

組

合

管

理

者

 
 

 

川

 
 

合

 
 

善

 
 

明

 

 

一

 

日

 
 

時

 
 

令

和

四

年

六

月

三

十

日

 

午

後

一

時

 

 

二

 

場

 
 

所

 
 

川

越

地

区

消

防

局

 

三

階

講

堂

 

 

三

 

付

議

事

件

 

 
 

㈠

 

川

越

地

区

消

防

局

・

川

越

北

消

防

署

新

庁

舎

造

成

工

事

請

負

契

約

に

つ

い

て

 

 
 

㈡

 

高

規

格

救

急

自

動

車

の

取

得

に

つ

い

て

 

 
 

㈢

 

高

度

救

命

処

置

用

資

機

材

の

取

得

に

つ

い

て

 

 
 
 
 
 
 
 
  

△

会

 
 

期

 

 

令

和

三

年

六

月

三

十

日

 
 

 

一

 

日

 

間

 

  



令
和
四
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
会
議
録 

五  

 

 

△
議
事
順
序 

 

午
後
一
時
開
会 

 

一
、
日
程
第
一
に
つ
い
て
は
、
補
欠
選
挙
に
よ
る
当
選
者
の
議
席
の
指
定
及
び
一
部
変
更
を
行
う
。 

 

二
、
日
程
第
二
、
第
三
、
第
四
に
つ
い
て
は
、
会
期
を
一
日
間
と
定
め
、
議
案
提
出
書
を
公
表
し
、

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
席
者
を
報
告
す
る
。 

 

三
、
日
程
第
五
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
に
つ
い
て
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

川 

口 
啓 

介 

議
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

吉 

野 

郁 
惠 

議
員 

 

を
指
名
す
る
。 

 

四
、
続
い
て
、
日
程 

第
六
に
つ
い
て
は
、
報
告
事
項
を
公
表
す
る
。 

 

五
、
引
続
き
、
日
程
第
七
以
下
に
つ
い
て
は
、
提
出
案
を
単
独
議
題
と
し
、
提
案
理
由
の
説
明
の

後
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
の
順
に
よ
り
審
議
を
行
う
。 

 
 
 
 

こ
の
予
定
は
、
時
間
延
長
し
て
も
終
了
す
る
。 

 
 
 
 
 

以
上
を
も
っ
て
第
二
回
臨
時
会
を
閉
会
す
る
。 

 

△
議
事
日
程 

 
 

令
和
四
年
六
月
三
十
日 

午
後
一
時
開
議 

 

日
程
第 

一 
 
 
 
 
 
 
 

議
席
の
指
定
及
び
一
部
変
更
に
つ
い
て 

 

日
程
第 

二 
 
 
 
 
 
 
 

会
期
決
定
に
つ
い
て 

 

日
程
第 

三 
 
 
 
 
 
 
 

議
案
提
出
書
の
公
表
に
つ
い
て 

 

日
程
第 

四 
 
 
 
 
 
 
 

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
席
者
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
告
に
つ
い
て 

 

日
程
第 

五 
 
 
 
 
 
 
 

会
議
録
署
名
議
員
指
名
に
つ
い
て 

 

日
程
第 

六 
 
 
 
 
 
 
 

報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

報
告
第 

二
号 

令
和
三
年
度
川
越
地
区
消
防
組
合
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
（

一
般
会
計
） 

 

日
程
第 

七 

議
案
第 

六
号 

川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
造
成
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て 

 

日
程
第 

八 

議
案
第 

七
号 

高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て 

 

日
程
第 

九 

議
案
第 

八
号 

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
の
取
得
に
つ
い
て 

 

△
議
場
に
出
席
し
た
議
員
（
一
三
人
） 

 
 
 

第 

一
番 

道
祖
土 

証 

議
員 

 

第 

二
番 

森
田 

敏
男 

議
員 

 
 
 

第 

三
番 

加
藤 

 

進 

議
員 

 

第 

四
番 

中
原 

秀
文 

議
員 

 
 
 

第 

五
番 

樋󠄀
口 

直
喜 

議
員 

 

第 

六
番 

吉
敷
賢
一
郎 

議
員 

 
 
 

第 

七
番 

柿
田 

有
一 

議
員 

 

第 

八
番 

川
口 

啓
介 

議
員 

 
 
 

第 

九
番 

吉
野 

郁
惠 

議
員 

 

第
一
〇
番 

小
林 

 

薫 

議
員 

 
 
 

第
一
一
番 

片
野 

広
隆 

議
員 

 

第
一
二
番 

大
泉 

一
夫 

議
員 

 
 
 

第
一
三
番 

小
ノ
澤
哲
也 

議
員 

 

△
欠
席
議
員
（
な
し
） 

 

△
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
議
場
に
出
席
し
た
理
事
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管
理
者 

 

川 

合 

善 

明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
管
理
者 

 

飯 

島 

和 

夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 
 

栗 

原 
 
 

薫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
計
管
理
者 

 

佐 

藤 

喜 

幸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
防
局
長 

 

齋 

藤 

匡 

央 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次 

長 
 

西 

村 

政 

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

沼 

田 
 
 

健 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
北
消
防
署
長 

 

藤 

﨑 
 
 

進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
中
央
消
防
署
長 

 

竹 

内 
 
 

太 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
西
消
防
署
長 

 

三 

吉 

美 

弘 



令
和
四
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
会
議
録 

会
議
録 

 

六 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
島
消
防
署
長 

 

浅 

見 
 
 

篤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
課
長 

 

大 

谷 

清 

秋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予
防
課
長 

 

小
久
保 

和 

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

警
防
課
長 

 

木 

村 
 
 

寛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

救
急
課
長 

 

本 

澤 
 
 

哲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
長 

 

長 

澤 

俊 

幸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

 

武 

笠 
 
 

浩 

 

△
議
場
に
出
席
し
た
職
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
記
長 

 

松 

本 

清 

一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 

記 
 

黒 

澤 

博 

行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

落 

合 

昭 

仁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

瀬 

沼 
 
 

健 

 

△
開 

 

会
（
午
後
一
時
二
十
五
分
） 

○
中
原
秀
文
議
長 

出
席
議
員
が
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
令
和
四
年
川
越
地
区
消
防
組

合
議
会
第
二
回
臨
時
会
の
議
会
は
成
立
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
よ
り
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 

○
中
原
秀
文
議
長 

直
ち
に
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 

御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

六
月
三
日
に
川
越
市
議
会
選
出
の
小
野
澤
康
弘
議
員
か
ら
議
員
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
同
日

付
で
閉
会
中
の
た
め
議
長
に
お
い
て
辞
職
を
許
可
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
議
員
の
欠
員
に
伴
い
ま
し
て
六
月
二
十
八
日
、
川
越
市
議
会
に
お
い
て
消
防
組
合
議
員
の

補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
、
川
口
啓
介
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
川
口
啓
介
議
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、
閉
会
中
の
た
め
議
長
に
お
い
て
六
月
二
十
九
日
に
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施
設
等
に
関

す
る
特
別
委
員
に
指
名
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

△
日
程
第 

一 

議
席
の
指
定
及
び
一
部
変
更
に
つ
い
て 

○
中
原
秀
文
議
長 

日
程
に
入
り
ま
す
。 

 
 

日
程
第
一
、
議
席
の
指
定
及
び
一
部
変
更
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

会
議
規
則
第
一
条
に
よ
り
、
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
川
越
市
議
会
会
議
規
則
第
四
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
今
回
新
た
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
川
口
啓
介
議
員
の
議
席
を
指
定
い
た
し
ま

す
。
川
口
啓
介
議
員
の
議
席
を
第
十
三
番
と
定
め
ま
す
。 

 
 

さ
ら
に
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
今
回
新
た
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
議
員
の
議
席
の
指
定
に
関
連
し
、

会
議
規
則
第
一
条
に
よ
り
、
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
川
越
市
議
会
会
議
規
則
第
四
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
議
席
の
一
部
を
変
更
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
議
席
番
号
及
び
氏
名
を
書
記

に
朗
読
さ
せ
ま
す
。 

（
落
合
昭
仁
書
記 

朗
読
） 

 
 

第 

八
番 

川
口 

啓
介 

議
員 

 
 

第 

九
番 

吉
野 

郁
惠 

議
員 

 
 

第
一
〇
番 

小
林 

 

薫 

議
員 

 
 

第
一
一
番 

片
野 

広
隆 

議
員 

 
 

第
一
二
番 

大
泉 

一
夫 

議
員 

 
 

第
一
三
番 

小
ノ
澤
哲
也 

議
員 

○
中
原
秀
文
議
長 

た
だ
い
ま
朗
読
し
た
と
お
り
議
席
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま

せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

○
中
原
秀
文
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
朗
読
し
た
と
お
り
議
席
の
一

部
を
変
更
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。 



令
和
四
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
会
議
録 

七  

 

 

午
後
一
時
二
十
七
分 

休
憩 

 
午
後
一
時
二
十
九
分 

再
開 

△
日
程
第 

二 
会
期
決
定
に
つ
い
て 

○
中
原
秀
文
議
長 
休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 

日
程
第
二
、
会
期
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
の
会
期
を
本
日
一
日
間
と
す

る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

○
中
原
秀
文
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
の
会
期
を

本
日
一
日
間
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

△
日
程
第 

三 

議
案
提
出
書
の
公
表
に
つ
い
て 

○
中
原
秀
文
議
長 

日
程
第
三
、
議
案
提
出
書
の
公
表
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

管
理
者
よ
り
議
案
提
出
書
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
書
記
に
朗
読
さ
せ
ま
す
。 

（
落
合
昭
仁
書
記 

朗
読
） 

 

川
消
総
発
第
二
五
六
号 

 
 
 

令
和
四
年
六
月
三
十
日 

 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
議
長 

中 

原 

秀 

文 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者 

川 

合 

善 
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
案
の
提
出
に
つ
い
て
（
通
知
） 

 
 

令
和
四
年
本
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
に
、
次
の
議
案
を
提
出
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 

一 

川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
造
成
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て 

 

二 

高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て 

 

三 

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
の
取
得
に
つ
い
て 

○
中
原
秀
文
議
長 

以
上
で
公
表
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

△
日
程
第 

四 

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
席
者
の
報
告
に
つ
い
て 

○
中
原
秀
文
議
長 

日
程
第
四
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
席
者
の
報

告
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

管
理
者
よ
り
通
知
の
あ
り
ま
し
た
出
席
者
に
つ
い
て
は
、
配
布
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
御
了
承

願
い
ま
す
。 

  

川
消
議
会
発
第
一
一
号 

 
 
 

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日 

 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者 

 

川 

合 

善 

明 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
議
長 

中 

原 

秀 

文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出 
 

席 
 

要 
 

求 
 

書 

 
 

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
六
月
三
十
日
午
後
一
時
開
会
の
川
越
地

区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
に
議
会
の
審
議
に
必
要
な
説
明
の
た
め
、
管
理
者
並
び
に
そ
の

委
任
を
受
け
た
者
の
出
席
を
要
求
し
ま
す
。 

  

川
消
総
収
第
二
五
七
号 

 
 
 

令
和
四
年
六
月
三
十
日 

 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
議
長 

中 

原 

秀 

文 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者 

川 

合 

善 

明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出 
 

席 
 

通 
 

知 
 

書 

 
 

要
求
に
よ
り
、
令
和
四
年
本
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
に
、
別
紙
の
者
が
出
席
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管
理
者 

 

川 

合 

善 

明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
管
理
者 

 

飯 

島 

和 

夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 
 

栗 

原 
 
 

薫 



令
和
四
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
会
議
録 

会
議
録 

 

八 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
計
管
理
者 

 

佐 

藤 

喜 

幸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
防
局
長 

 

齋 

藤 

匡 

央 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次 

長 
 

西 

村 

政 

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 

沼 

田 
 
 

健 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
北
消
防
署
長 

 

藤 

﨑 
 
 

進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
中
央
消
防
署
長 

 

竹 

内 
 
 

太 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
西
消
防
署
長 

 

三 

吉 

美 

弘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
島
消
防
署
長 

 

浅 

見 
 
 

篤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
課
長 

 

大 

谷 

清 

秋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予
防
課
長 

 

小
久
保 

和 

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

警
防
課
長 

 

木 

村 
 
 

寛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

救
急
課
長 

 

本 

澤 
 
 

哲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
揮
統
制
課
長 
 

長 

澤 

俊 

幸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

 

武 

笠 
 
 

浩 

 

△
日
程
第 

五 

会
議
録
署
名
議
員
指
名
に
つ
い
て 

○
中
原
秀
文
議
長 

日
程
第
五
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

会
議
規
則
第
二
条
た
だ
し
書
き
及
び
会
議
規
則
第
一
条
に
よ
り
、
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

た
川
越
市
議
会
会
議
規
則
第
八
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、 

 
 
 

川 

口 

啓 

介 

議
員 

 
 
 

吉 

野 

郁 

惠 

議
員 

 

を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 

△
日
程
第 

六 

報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て 

○
中
原
秀
文
議
長 

日
程
第
六
、
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

（
落
合
昭
仁
書
記 

朗
読
） 

 

川
消
総
発
第
二
五
八
号 

 
 
 

令
和
四
年
六
月
三
十
日 

 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
議
長 

中 

原 

秀 

文 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者 

川 

合 

善 

明 

 
 
 
 
 
 
 
 

報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
（
通
知
） 

 
 

令
和
四
年
本
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
に
、
次
の
報
告
書
を
提
出
い
た
し
ま
す
。 

記 

 

一 

令
和
三
年
度
川
越
地
区
消
防
組
合
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
（
一
般
会
計
） 

 

△
報
告
第 

 

二
号 

令
和
三
年
度
川
越
地
区
消
防
組
合
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
（
一
般
会
計
） 

○
中
原
秀
文
議
長 

報
告
第
二
号
に
つ
い
て
説
明
を
願
い
ま
す
。 

  

報
告
第
二
号 

 
 
 
 

令
和
三
年
度
川
越
地
区
消
防
組
合
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
（
一
般
会
計
） 

  
 
 
 

（
内 

容 

省 

略
） 

  
 
 

令
和
四
年
六
月
三
十
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者 

川 

合 

善 

明 

 

△
報
告
書
の
説
明
（
消
防
局
長
） 

 
 

（
齋
藤
匡
央
消
防
局
長
登
壇
） 

○
齋
藤
匡
央
消
防
局
長 

報
告
第
二
号
、
令
和
三
年
度
川
越
地
区
消
防
組
合
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
（
一
般
会
計
）
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

救
急
高
度
化
の
推
進
事
業
委
託
料
の
六
十
六
万
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。 



令
和
四
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
会
議
録 

九  

 

 

 
 

以
上
で
報
告
案
件
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
中
原
秀
文
議
長 

以
上
で
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

△
質
疑 

○
中
原
秀
文
議
長 
本
報
告
に
つ
き
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ー
こ
れ
を
も
っ
て
報
告
を
終
わ
り
ま

す
。 

 

△
日
程
第 

七 

議
案
第 

六
号 
川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
造
成
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て 

○
中
原
秀
文
議
長 

日
程
第
七
、
議
案
第
六
号
、
川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
造
成

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

  

議
案
第
六
号 

 
 
 
 

川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
造
成
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て 

 
 

次
の
と
お
り
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、
川
越
地
区
消
防
組
合
に
お
い
て
制
定
す
べ
き

条
例
の
う
ち
川
越
市
条
例
を
準
用
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
。 

 
 
 

令
和
四
年
六
月
三
十
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者 

川 

合 

善 
明 

 

△
提
案
理
由
の
説
明
（
消
防
局
長
） 

○
中
原
秀
文
議
長 

提
案
理
由
の
説
明
を
願
い
ま
す
。 

 
 

（
齋
藤
匡
央
消
防
局
長
登
壇
） 

○
齋
藤
匡
央
消
防
局
長 

た
だ
い
ま
上
程
に
な
り
ま
し
た
議
案
第
六
号
、
川
越
地
区
消
防
局
・
川
越

北
消
防
署
新
庁
舎
造
成
工
事
請
負
契
約
に
つ
き
ま
し
て
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

契
約
の
目
的
は
、
川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
造
成
工
事
で
、
令
和
四
年
五
月

二
十
日
の
一
般
競
争
入
札
の
結
果
に
よ
り
、
落
札
業
者
の
株
式
会
社
関
東
建
設
と
消
費
税
等
を
含

め
二
億
七
百
九
十
七
万
五
千
九
百
円
で
請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

工
事
概
要
、
入
札
結
果
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
案
第
六
号
参
考
資
料
に
記
載
の
と
お
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
御
審
議
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

○
中
原
秀
文
議
長 

提
案
理
由
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

△
質
疑
・
討
論
・
採
決 

○
中
原
秀
文
議
長 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
質
疑
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許
し

ま
す
。 

 
 

吉
野
郁
惠
議
員
。 

（
吉
野
郁
惠
議
員
登
壇
） 

○
吉
野
郁
惠
議
員 

議
長
よ
り
発
言
の
お
許
し
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
議
案
第
六
号
、
川
越
地
区
消

防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
造
成
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
を
質
疑
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
特
別
委
員
会
等
で
種
々
説
明
を
頂
い
て

い
ま
し
た
が
、
確
認
も
含
め
ま
し
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

造
成
工
事
は
新
消
防
庁
舎
事
業
の
基
礎
で
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
と
な
る
工
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
新
消
防
庁
舎
を
建
設
す
る
た
め
に
そ
の
事
業
用
地
に
必
要
な
環
境
や
機
能
を
整
え
る
工
事
で

も
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

一
点
目
と
い
た
し
ま
し
て
、
事
業
用
地
の
地
盤
と
液
状
化
に
つ
い
て
改
め
て
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。 

 
 

二
点
目
と
い
た
し
ま
し
て
、
議
案
書
の
平
面
図
を
確
認
い
た
し
ま
す
と
、
盛
土
範
囲
が
事
業
用

地
全
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

三
点
目
と
い
た
し
ま
し
て
、
入
札
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 



令
和
四
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
会
議
録 

会
議
録 

 

一
〇 

 

 

 
 

議
案
書
の
入
札
結
果
を
見
ま
す
と
、
九
社
に
よ
る
一
般
競
争
入
札
と
あ
り
ま
す
が
、
入
札
参
加

条
件
等
は
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
入
札
額
が
複
数
同
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
最
低
制
限
価
格

に
近
く
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

以
上
、
一
回
目
と
い
た
し
ま
す
。 

（
武
笠 

浩
新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長
登
壇
） 

○
武
笠 

浩
新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

御
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
事
業
用
地
の
地
盤
と
液
状
化
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

事
業
用
地
の
地
盤
に
つ
き
ま
し
て
は
、
粘
土
層
と
砂
礫
層
の
互
層
地
盤
で
あ
り
、
特
に
表
面
か

ら
十
四
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
は
地
盤
沈
下
の
要
因
と
な
り
ま
す
粘
土
層
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

液
状
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
二
年
三
月
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
地
質
調
査
に
よ
る
地
盤
解
析

の
結
果
、
危
険
性
は
低
い
と
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
盛
土
範
囲
が
事
業
用
地
全
体
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

庁
舎
棟
建
設
工
事
や
雨
水
貯
留
槽
工
事
で
発
生
す
る
建
設
発
生
土
を
盛
土
に
転
用
し
有
効
活
用

す
る
こ
と
で
、
最
終
的
な
残
土
処
分
量
を
縮
減
す
る
た
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

最
後
に
、
入
札
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

本
工
事
の
入
札
条
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
制
限
付
一
般
競
争
入
札
、
業
種
は
土
木
、
格
付
は
Ａ

級
、
地
域
要
件
は
川
越
地
区
消
防
局
管
内
に
本
店
を
有
す
る
者
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
入
札
額
の
複
数
が
同
額
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
費
の
積
算
を
埼
玉
県

土
木
工
事
設
計
単
価
表
及
び
埼
玉
県
土
木
工
事
標
準
積
算
基
準
書
に
よ
り
積
算
し
た
こ
と
、
ま
た
、

多
く
の
入
札
参
加
者
が
受
注
を
希
望
し
、
企
業
努
力
に
よ
り
最
低
制
限
価
格
に
近
い
額
で
入
札
し

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
吉
野
郁
惠
議
員
登
壇
） 

○
吉
野
郁
惠
議
員 

そ
れ
ぞ
れ
御
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

事
業
用
地
の
地
盤
と
液
状
化
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
液
状
化
の
危
険
性
は

低
い
と
の
こ
と
で
安
心
い
た
し
ま
し
た
が
、
表
面
か
ら
十
四
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
は
地
盤
沈
下
の

要
因
と
な
る
粘
土
層
と
の
御
答
弁
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

二
回
目
の
一
点
目
と
い
た
し
ま
し
て
、
ど
の
よ
う
に
地
盤
沈
下
対
策
を
図
る
工
事
を
す
る
の
か

を
含
め
工
事
内
容
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

二
点
目
と
い
た
し
ま
し
て
、
工
事
工
程
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

以
上
、
二
回
目
と
い
た
し
ま
す
。 

（
武
笠 

浩
新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長
登
壇
） 

○
武
笠 

浩
新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

御
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
工
事
内
容
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

盛
土
工
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
に
川
越
市
及
び
川
島
町
の
公
共
工
事
で
発
生
し
ま
す
建
設
発
生

土
を
搬
入
し
、
圧
密
に
必
要
と
な
る
約
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
盛
土
を
行
う
も
の
で
す
。 

 
 

次
に
、
路
床
安
定
処
理
工
に
つ
き
ま
し
て
は
、
表
層
約
一
メ
ー
ト
ル
程
度
が
有
機
物
を
含
む
粘

土
層
の
た
め
、
現
地
盤
に
セ
メ
ン
ト
を
撹
拌
し
地
盤
を
強
固
に
し
、
有
機
質
土
の
沈
下
防
止
及
び

工
事
の
作
業
性
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
す
。 

 
 

次
に
、
サ
ン
ド
マ
ッ
ト
工
に
つ
き
ま
し
て
は
、
砂
を
約
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
敷
き
な
ら
し
、

土
中
の
水
分
を
横
方
向
に
効
率
よ
く
排
水
さ
せ
る
も
の
で
す
。 

 
 

次
に
、
バ
ー
チ
カ
ル
ド
レ
ー
ン
工
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
盤
中
に
透
水
性
の
高
い
ド
レ
ー
ン
材

約
四
千
本
を
垂
直
に
打
設
し
、
土
中
の
水
分
を
縦
方
向
に
効
率
よ
く
排
水
さ
せ
る
も
の
で
す
。 

 
 

次
に
、
防
災
施
設
工
に
つ
き
ま
し
て
は
、
盛
土
上
部
の
雨
水
流
出
を
防
止
す
る
防
災
小
堤
並
び

に
濁
水
流
出
を
防
止
す
る
沈
砂
池
、
素
掘
側
溝
、
サ
ン
ド
マ
ッ
ト
内
の
暗
渠
排
水
管
、
シ
ー
ト
張

り
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
構
造
物
撤
去
工
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
道
路
の
舗
装
撤
去
、
既
存
排
水
管
及
び
擁
壁

等
の
構
造
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
撤
去
で
す
。 

 
 

最
後
に
、
仮
設
工
に
つ
き
ま
し
て
は
、
仮
設
道
路
、
敷
鉄
板
設
置
・
撤
去
、
立
入
防
止
柵
、
大

型
土
の
う
の
設
置
で
す
。 

 
 

な
お
、
た
だ
い
ま
説
明
い
た
し
ま
し
た
工
事
内
容
の
う
ち
、
盛
土
工
、
路
床
安
定
工
、
サ
ン
ド

マ
ッ
ト
工
、
バ
ー
チ
カ
ル
ド
レ
ー
ン
工
が
地
盤
沈
下
対
策
を
図
る
た
め
の
工
法
で
ご
ざ
い
ま
す
。 



令
和
四
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
会
議
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最
後
に
、
工
事
工
程
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

七
月
に
工
事
現
場
調
査
並
び
に
路
床
安
定
処
理
工
に
伴
う
土
壌
試
験
を
行
い
、
八
月
に
既
存
構

造
物
を
撤
去
し
地
盤
面
の
整
地
を
行
い
ま
す
。
九
月
か
ら
路
床
安
定
処
理
工
を
行
い
、
完
了
し
た

箇
所
か
ら
並
行
し
て
サ
ン
ド
マ
ッ
ト
工
、
バ
ー
チ
カ
ル
ド
レ
ー
ン
工
を
順
次
行
い
ま
す
。
そ
の
後

十
一
月
頃
か
ら
、
盛
土
を
行
う
周
囲
に
大
型
土
の
う
を
設
置
並
び
に
盛
土
を
開
始
し
、
二
月
末
ま

で
盛
土
を
行
い
、
そ
の
後
、
防
災
施
設
工
、
仮
設
工
を
行
う
工
程
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
吉
野
郁
惠
議
員
登
壇
） 

○
吉
野
郁
惠
議
員 

そ
れ
ぞ
れ
御
答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

最
後
に
、
サ
ン
ド
マ
ッ
ト
工
及
び
バ
ー
チ
カ
ル
ド
レ
ー
ン
工
の
内
容
に
つ
い
て
は
理
解
し
ま
し

た
が
、
改
め
て
サ
ン
ド
マ
ッ
ト
工
及
び
バ
ー
チ
カ
ル
ド
レ
ー
ン
工
を
採
用
し
た
理
由
に
つ
い
て
お

伺
い
い
た
し
ま
し
て
質
疑
と
い
た
し
ま
す
。 

（
武
笠 

浩
新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長
登
壇
） 

○
武
笠 

浩
新
消
防
庁
舎
建
設
準
備
室
長 

御
答
弁
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

サ
ン
ド
マ
ッ
ト
工
及
び
バ
ー
チ
カ
ル
ド
レ
ー
ン
工
を
採
用
し
た
理
由
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

新
消
防
庁
舎
建
設
事
業
は
、
令
和
八
年
度
の
供
用
開
始
を
目
標
と
し
た
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

事
業
用
地
の
圧
密
沈
下
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
盤
解
析
の
結
果
か
ら
約
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
沈
下
を
見
込
ん
で
お
り
、
圧
密
に
要
す
る
期
間
は
約
二
年
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

今
回
の
サ
ン
ド
マ
ッ
ト
工
及
び
バ
ー
チ
カ
ル
ド
レ
ー
ン
工
を
併
用
し
た
場
合
、
圧
密
に
要
す
る

期
間
は
約
八
か
月
で
、
約
十
六
か
月
間
工
期
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
八
年
度
の
供
用
開

始
が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
サ
ン
ド
マ
ッ
ト
工
及
び
バ
ー
チ
カ
ル
ド
レ
ー
ン
工
を
採
用
し
た
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
中
原
秀
文
議
長 

以
上
で
通
告
に
よ
る
質
疑
は
終
わ
り
ま
し
た
。
他
に
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ー
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 
 

討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
本
件
の
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

本
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

○
中
原
秀
文
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

△
日
程
第 

八 

議
案
第 

七
号 

高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て 

○
中
原
秀
文
議
長 

日
程
第
八
、
議
案
第
七
号
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て
を
議
題
と

い
た
し
ま
す
。 

  

議
案
第
七
号 

 
 
 
 

高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て 

 
 

次
の
と
お
り
高
規
格
救
急
自
動
車
を
取
得
す
る
た
め
、
川
越
地
区
消
防
組
合
に
お
い
て
制
定
す

べ
き
条
例
の
う
ち
川
越
市
条
例
を
準
用
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 
 

令
和
四
年
六
月
三
十
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者 

川 

合 

善 

明 

 

△
提
案
理
由
の
説
明
（
消
防
局
長
） 

○
中
原
秀
文
議
長 

提
案
理
由
の
説
明
を
願
い
ま
す
。 

 
 

（
齋
藤
匡
央
消
防
局
長
登
壇
） 

○
齋
藤
匡
央
消
防
局
長 

た
だ
い
ま
上
程
に
な
り
ま
し
た
議
案
第
七
号
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の
取

得
に
つ
き
ま
し
て
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

現
在
、
川
越
北
消
防
署
南
古
谷
分
署
及
び
川
越
西
消
防
署
名
細
分
署
に
配
備
さ
れ
て
お
り
ま
す

高
規
格
救
急
自
動
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
古
谷
分
署
の
車
両
は
平
成
二
十
五
年
一
月
三
十
一
日

に
購
入
、
九
年
四
か
月
が
経
過
し
、
走
行
距
離
は
約
六
万
七
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
名
細
分
署
の
車
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両
は
平
成
二
十
五
年
二
月
十
四
日
に
購
入
、
九
年
四
か
月
が
経
過
し
、
走
行
距
離
は
約
七
万
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、
著
し
く
老
朽
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
更
新
を
お

願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

車
種
は
ト
ヨ
タ
四
サ
イ
ク
ル
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
、
全
長
五
千
六
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

全
幅
千
八
百
九
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
全
高
二
千
四
百
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
総
排
気
量
二
千
六

百
九
十
三
㏄
、
乗
車
定
員
は
七
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
の
指
名
競
争
入
札
の
結
果
に
よ
り
、
落
札
業
者
の
埼
玉
ト
ヨ
タ
自
動

車
株
式
会
社
川
越
店
と
消
費
税
等
を
含
め
三
千
七
百
三
十
三
万
四
千
円
で
契
約
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

取
得
概
要
、
入
札
結
果
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
案
第
七
号
参
考
資
料
に
記
載
の
と
お
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
御
審
議
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

○
中
原
秀
文
議
長 

提
案
理
由
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

△
質
疑
・
討
論
・
採
決 

○
中
原
秀
文
議
長 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
質
疑
の
通
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
質
疑
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ー
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 
 

討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
本
件
の
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

本
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

○
中
原
秀
文
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

△
日
程
第 

九 

議
案
第 

八
号 

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
の
取
得
に
つ
い
て 

○
中
原
秀
文
議
長 

日
程
第
九
、
議
案
第
八
号
、
高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
の
取
得
に
つ
い
て
を
議

題
と
い
た
し
ま
す
。 

  

議
案
第
八
号 

 
 
 
 

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
の
取
得
に
つ
い
て 

 
 

次
の
と
お
り
高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
を
取
得
す
る
た
め
、
川
越
地
区
消
防
組
合
に
お
い
て
制

定
す
べ
き
条
例
の
う
ち
川
越
市
条
例
を
準
用
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 
 

令
和
四
年
六
月
三
十
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者 

川 

合 

善 

明 

 

△
提
案
理
由
の
説
明
（
消
防
局
長
） 

○
中
原
秀
文
議
長 

提
案
理
由
の
説
明
を
願
い
ま
す
。 

 
 

（
齋
藤
匡
央
消
防
局
長
登
壇
） 

○
齋
藤
匡
央
消
防
局
長 

た
だ
い
ま
上
程
に
な
り
ま
し
た
議
案
第
八
号
、
高
度
救
命
処
置
用
資
機
材

の
取
得
に
つ
き
ま
し
て
提
案
理
由
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

川
越
北
消
防
署
南
古
谷
分
署
、
川
越
西
消
防
署
名
細
分
署
に
配
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
高
規
格
救

急
自
動
車
二
台
の
更
新
に
あ
わ
せ
ま
し
て
高
規
格
救
急
自
動
車
に
積
載
す
る
資
機
材
の
更
新
を
お

願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

主
な
資
機
材
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
、
心
電
計
、
人
工
呼
吸
器
、
ビ
デ

オ
喉
頭
鏡
な
ど
、
高
度
救
命
処
置
に
用
い
る
資
機
材
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
数
量
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
資
機
材
と
も
に
更
新
車
両
二
台
分
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
の
一
般
競
争
入
札
の
結
果
に
よ
り
、
落
札
業
者
の
埼
玉
ト
ヨ
タ
自
動

車
株
式
会
社
川
越
店
と
消
費
税
等
を
含
め
二
千
二
百
八
十
八
万
円
で
契
約
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

取
得
概
要
及
び
入
札
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
案
第
八
号
参
考
資
料
に
記
載
の
と
お
り
で
ご
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ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
御
審
議
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

○
中
原
秀
文
議
長 
提
案
理
由
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

△
質
疑
・
討
論
・
採
決 

○
中
原
秀
文
議
長 

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
質
疑
の
通
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
質
疑
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ー
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 
 

討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
本
件
の
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

本
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
言
う
者
が
い
る
） 

○
中
原
秀
文
議
長 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

△
閉 

 

会 

○
中
原
秀
文
議
長 

以
上
を
も
っ
て
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
の
議
事
全
部
を
終
わ

り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
会
議
を
閉
じ
ま
す
。 

 
 

閉
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

午
後
一
時
五
十
二
分 

閉
会 

 

△
会
議
の
結
果 

 

日
程
第 

一 
 
 
 
 
 
 
 

議
席
の
指
定
及
び
一
部
変
更
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
長
指
定
の
と
お
り
決
定
し
た
。 

 

日
程
第 

二 
 
 
 
 
 
 
 

会
期
決
定
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
日
一
日
間
と
決
定
し
た
。 

 

日
程
第 

三 
 
 
 
 
 
 
 

議
案
提
出
書
の
公
表
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
案
提
出
書
を
公
表
し
た
。 

 

日
程
第 

四 
 
 
 
 
 
 
 

地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
席
者
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
告
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
者
の
一
覧
を
配
布
し
た
。 

 

日
程
第 

五 
 
 
 
 
 
 
 

会
議
録
署
名
議
員
指
名
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
長
指
名
の
と
お
り
決
定
し
た
。 

 

日
程
第 

六 
 
 
 
 
 
 
 

報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

報
告
第 

二
号 

令
和
三
年
度
川
越
地
区
消
防
組
合
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
（

一
般
会
計
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報
告
書
の
提
出
と
説
明
を
受
け
た
。 

 

日
程
第 

七 

議
案
第 

六
号 

川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
造
成
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
案
可
決 

 

日
程
第 

八 

議
案
第 

七
号 

高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
案
可
決 

 

日
程
第 

九 

議
案
第 

八
号 

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
の
取
得
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
案
可
決 

 


